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SYNOPSIS
　　　　　　The　point　of　this　thesis　is　to　instruct　of　the　character，　arrangement，　scale
　　　and　architectural　construction　of　the　neighbouring　planning　and　of　its　facilit・
　　　ies，　as　well　as　to　show　clearly　the　fanction　and　mutual　relationl　of　neigh．
　　　bourhood　facilities，　on　the　result　of　researching　for　the　usage　of　living　in　the
　　　peasant　house，　and　the　usage　of　neighbourhood　facilities，　such　as・hospotals
　　　clinics　kindergardens　and　so　on，．in　the　both　of　rural　and　urban　areas　of　Japan・
　　　　　　　This　thesis　consists　of　three　parts．
　　　　　　　One　parts，　on　the　usage　of　living　in　the　peasant　house　named”Yotuma”
　　　which　means　a　’plan　type　consisting　4　rooms．　　　　　：
　　　　　　Second，　on　the　medical　facilities　which　are　ones　of　the　most　important
　　　neighbourhood　facilities，　grasped　the　members　of　patients，　the　distribution　of’
　　　facilities　attended　and　the　attgnding　distances　per　1，000　petsons　on　one　day・as
　　　well　as　the　mutual　relation　between　medical　facilities　through　sending
　　　patlents．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　And　the　third，　to　the　object　of　getting　the　character　and　scale　of　eadh
　　　facility，　after　analyzing　the　attending　sphere　of　each　faci止ity　on　the　・both
　　　urban　and　rural　areas．
本研究では次の点を分析することを目的とした。
　1．農村住宅の住い方を分析して農村住宅の平面計画の指針を出し，農村住宅の建築指導
に資す。
　2．住居地域内に設置される病院・診療所・保育所・幼稚園・公民館・商店等の施設（以
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　　　　　　　　う　ロ下これを地域施設と呼ぶ）の住民による使われ方を把握してその性格，規模，位置の決定，
平面計画上の問題点を整理し，設置計画指針を出す。
　住宅に関する研究は都市住宅，特に公営住宅を中心とする都市小住宅の住い方に関しては
戦中は西山卯三氏によつて，終戦後は吉武泰水氏を中心として種々検討され，その住い方の
法則性が把握され，集団住宅設計指針としてすでに報告されているが，農村住宅については
戦後農村建築研究会で研究がおこなわれてきたがいまだ体系的に検討されていない。そこで
本研究では農村住宅の平面計画指針を出すために就寝，食事を中心とする住い方の現状を把
　　　　　ec・Ll　握分析した。農村住宅の設計計画・改善指導に充分な資料を提供するものであろう。
　第2点に関連しては戦後公営住宅が大規模に建設され日本住宅公団が発足以来はその規模
も1，000戸以上のまとまりあるものが建設され，それは住宅建設のみにとどまらず学校・診
療所・集会所・幼稚園・商店・管理事務所を含む団地経営がされており，既存市街地でも戦
後は児童福祉法によつて保育所，社会教育法によつて公民館，図書館法によつて図書館等の
建設が促進され又一方農村では地方の町部を中心として町村合併がおこなわれ新しい市，町
が出来，それを機として綜合病院の建設，学校の統合などがおこなわれ既存の地域施設を再
検討する気運が出て来ている。そこで問題となるのはこれら地域施設をどのような性格のも
のとし，どのような規模で運営し，どのような位置に設置するかであるが，今までこのよう
な地域施設に対する研究は主に都市計画的観点にたつておこなわれ，建築計画的観点にたつ
て，その使われ方を詳しく調べるということはおこなわれていなかつた。本研究ではこれら
地域施設について住民による使われ方の現状を或いは広く，或いはよく利用されているもの
について詳細な調査をおこなつてそこに法則性を発見し今後の設置計画に役立てようとした
ものである。
　農村住宅に関するものは第1部に集録し，地域施設に関する研究は2部3部におさめたが
地域施設に関するもののうち地域医療施設に関するものは主に2部におさめた。3部は主に
地域施設の平面計画に資料を提供することを目的として診療所・地域小病院・幼稚園・保育
所・公民館に関する研究をのせ更に農村地域・都市地域とこれら地域施設との関連に関して
述べた。
　これらの研究にあたつて，1部2部3部1章2章は筆者が単独又は中心になつておこなつ
たものであり，3部3章以下は筆者が東大大学院生の諸君と協同でおこなつたものである。
　以下各部について説明する。
　1部での分析は農林省でおこなつている全国統計資料と筆者が行なつた調査のうちで我が
　ce1．住民のこれら諸施設の利用の仕方をみると住宅から近くのもの（この距離は施設によつて違う）
　　　を利用する傾向が強いので地域施設と名づけた。
　ee2．従つてこれは主に農村住宅の床上部分の分析である。農村住宅の計画に関する研究としては土間
　　　部分の研究が大切であるがこれについてはすでに持田照夫氏の一連の研究がある。
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国で最も典型的と思われる裏日本の水田単作地帯表日本の2毛作地帯での実態調査を中心と
しておこなつているが，まつ1章で農村の家族構成を家族型・家族人員構成・年令構成の面
から分析した。家族型・家族人員構成は現在の住い方をみる場合に居住空間構成特に就寝室
の構成を分析するのに重要であり，家族人員構成・年令構成は2部以下の地域施設の使われ
方をみる場合に，特にその規模決定には重要である。2章に於ては住宅規模・平面構成を把
握した。ここでは前記資料その他で全国的に概観し然るのちに前記2地帯に於て詳細に住宅
規模を検討した。住宅の平面構成は一番広く分布している四間型（A型），広問型（B型），
広い広間をもち3室のC型とに分類し，それを住い方の面で考察した。3章4章ではこの3
つの型の中でA型をもつ表日本の愛知県下の住宅とB型をもつ裏日本の新潟県下の住宅とを
実態調査し，そこにおける住い方を平面構成と家族型との関連でとらえた。5章ではこのよ
うな農村の住宅を新しくかえていく層はどこにあるかどのようにかわりつつあるかの実態を
分析するために・1三に前記統計資料と筆者が前記の地域その他でおこなつた住宅建設事情調査
とにより戦後の住宅建設には2つの時期があり，それは性格が異なることをとらえた。
　以上これらの調査研究を通じて①農村の住宅は停滞的であるといわれているが最近の住宅
建設は戦後の新しい上層農家によつてささえられている。②農村の家族は都市のそれとは逆
で複合家族が多いいが次第に簡単な家族にかわり複合家族も居住空間の面から分解傾向がみ
られる。③A型の住宅でもB型の住宅でも食事空間の分離充実，就寝空間の分化，その個室
化の傾向はみられ，それが住い方の中心をなしている。④接客空問に対する配慮はみられる
が日常生活に於ては就寝室のとり方は優先している。又食事空間，居間を来客から分離して
確立するという傾向がみられる等の諸点が明らかにされ，これは今後の設計上の問題点をし
めすものであろう。これは6章にまとめた。　　　　　　　．
　2部では先にのべたように地域施設のうち特に地域医療施設の住民による使われ方を把握
して地域に設置する医療施設の性格・規模・位置を決定するたφの資料を提供しようとした
ものであるが，研究にあたつては厚生省の住民側からと施設側からの患者調査を参考として
全国的概観をし，然るのちに筆老がおこなつた実態調査の結果によつて分析を進めた。実態
調査は都市内住宅地域，大都市近郊，平坦農村，山間農村の諸地域を撰定しそこの住民側か
らの調査によつて住民の医療施設利用頻度，撰択性を把握し又それらの地域の中心的な存在
である公的病院を撰定して，その医療施設を利用した外来患者，入院患者の実態調査をおこ
なつて患者の地域分布，患者の利用経路を調べ医療施設の患者誘致圏，医療施設相互間の関
係を分析した。まつ1章では地域の患者数を算出するために前記資料で全国的数字即ち人口
1，000人当り1日患者数は俸給生活者家族の場合外来25人入院5人計30人であることを知
　　　　　　をコり，更に地域毎の患者数を検討するために前記諸地域で詳細な調査をおこなつた。即ち国民
　ee地城医療施設に対して職場医療施設がある。同じく先にあげた地域施設の中には例えば保育所のよ
　　　うに職場に附属してとられているものもある。
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健康保険（以下国保と略す）の請求伝票から人口当りの診療日数を算出出来ることに注目し
て実態調査をおこない，地域毎の患者数を算出した。又これらの患者数の季節変動曜日変動
を知るために医療施設側の資料を分析した。2章では地域住民が医療施設を利用する場合の
撰択性を知るために前記諸地域で住民側からの利用調査をおこなつた。即ち都市近郊の小平
町で第1回調査をおこないその結果地域の住居近くの診療所が集中的に使用され外科系とか
入院利用の場合にはその地域を通る交通路線上の近くのものが利用されること，然し俸給生
活者世帯では地域施設の利用がおちるというような傾向性を把握し，次いで2回以後の調査
では前記国保調査の資料を分析することによつてこの傾向性を定量的に把握し，ここに地域
施設の利用患者数を算定する場合の目やすを把握し得た。このように地域施設の利用割合を
出すことは例えば住宅団地内の医療施設規模を算出する場合には重要である。3章では医療
施設側からの調査によつて利用患者の地域的分布状態並びに距離との関連で人口当り患老数
の変動を把握し，医療施設の患者誘致範囲と利用患者数の減少のしかたをとらえた。これは
施設の設置単位をきめるのに手がかりとなる。次いで4章に於ては医療施設相互間の関係即
　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“’－2ち病院と診療所との関係，診療所相互間の関係が体系的になつているかどうかを外来患者，
入院患者の他施設経由状態，経由患者の紹介状態から把握しようとした。その結果必らずし
も完全にそのような利用をしているとはいえないがその傾向はみえること，地域病院の利用
には1kmのところに診療所的利用と病院的利用の限界のあることを把握した。
　これらの調査研究の結果①患者数は俸給生活者家族では人口1，000人当り1日外来25人
入院5人，計30人の患者があるがこれは社会保険の種類で違うこと又地域の交通状態で違
いがあり，バス路線からはずれ徒歩による地域のある平坦農村では山間農村よりかえつて減
少すること　②住民の利用はごく近くの診療所の利用と近くの町部の外科系診療所，病院の
利用で大半をしめるが平坦農村ではその地域から交通便利な町部が撰定され山間ではそれが
集約すること，都市でもその傾向はみられ徒歩圏内の利用が50～70％，多いところでは80
％にも達する。従つて地域病院の設置には立地条件特に交通を考慮すべきこと　③地戯病院
の利用圏はせまく都市内で1km，平坦農村で4km，山間農村では8kmにもなるが，利用が
主にバス路線による山間農村では距離による患者数の減少は平坦農村程顕著ではない。④医
療施設相互間の関係は緊密ではなく住民が利用にあたつて夫々撰択していること．地域病院
の利用には診療所的利用と病院的利用がみられその限界は1kmで病院的利用には経由患者
が多い傾向がある。そこで地域病院の計画にあたつてはこの病院的利用にも重点をおくべき
　““1．この地域とは大体は字に相当するものである。字まで細分化して調査をおこなつたのは字毎に医
　　療施設に対する関係位置，交通機関の便不便がことなるし又これが利用頻度利用先に大きく影響す
　　るからである。
　ee2．住民は必要ある時はまつ近くの診療所を利用する（これを診療所的利用という）。　そしてより高
　　度な治療とか検査，入院の必要ある時病院を利用する（これを病院的利用という）しかもこの時は
　　診療所を経過して診療所医師から病院へ患者の紹介がおこなわれるならば医療施設相互間の関係は
　　体系的と考えられる。
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こと　⑤入院利用にあたつては外来の場合と同じくその地域から交通の便利な地域病院が利
用される傾向がみられるが近くに病院のない場合には入院患者数の減少する傾向もみられる
ので地域病院の分散設置，充実が必要である。等の諸点が把握出来た。これらは地域医療施
設の設置にあたつて考慮すべき重要な諸点である。又都市の集団住宅団地に設置する診療所
の設置指針は3部の附章に団地内診療所の設置計画試案としてのせた。
　3部では前記のような地域施設の平面計画に必要となる資料を提供するためにこれらの各
種の施設についてその典型と思われるいくつかのものを撰んでその使われ方の実態を調査し
平面計画上問題となる点を整理した。1章は診療所でここでは俸給生活者住居地域，工業労
務老住居地域，農村地域，職場附属のいくつかの診療所を撰んでその使われ方を観察した。
2章の地域小病院に関するものは都市内と近郊の小病院について外来患者調査をおこないそ
の結果をすでに吉武泰水氏によつておこなわれた大病院の調査結果と比較しつつ検討を加え
た。3章の公民館に関するものは公民館の行事内容を広く行事報告から把握しあわせて市街
地内と農村地域の調査をおこなつた。4章は幼稚園，保育所でこれは市街地内の幼稚園，保
育所を撰定してその保育内容，子供の動きを調査し主に保育内容との関連に於て保育室のと
り方を検討した。5章6章は一つは農村地域で一つは都市内俸給生活者の住宅団地で前記諸
施設の使われ方を把握し地域性との関連を検討し，これら施設の地域としてのまとめ方を把
握した。
　以上本研究はわが国における農村住宅の住い方と農村および都市における病院・診療所・
幼稚園等の地域施設の使われ方を施設側からと住民側から把握するという方法によつて調査
研究しておのおのの機能および相互の関連を明らかにするとともに，施設又は地域計画に際
しての之等のあり方，’性格，配置，規模・建築的構成等に関する指針を提示したもので建築
計画上はもとより農村および都市計画上にも役立てようとしたものである。
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